
こすもす２組 自立活動 「伝え方名人になろう」 
段

階 
学習活動・予想される児童の反応 本時見られた深く学び続ける

子どもの姿 
導
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１ 前時の振り返りから、本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

２ 前時の活動のなかで、良かった声かけや姿を共有し、どのよ

うな伝え方をするといいかを考える。 

○ 絵をかく側になったときに難しかったところを振り返り、

クイズのときに何を伝える必要があるかを確認する。 

 

３ 自分が考えた図形をお絵かきクイズとして出題し、友だちと

尋ねたり答えたりして伝え合う。 

 ○ お絵かきクイズに向けて、自らの課題に応じて、学習方法

を選択する。               【方法選択】 

 

 

 

 

 

 

 

【個別と協働の一体的充実】 

・ 穴埋めの説明カードを使った練習が上手くいっているか、

先生や友だちとやりとりしながら自分の考えた図形をかいて

もらい確かめる。 

・ 友だちと練習したけれど、上手く伝わらなかったから穴埋

めの説明カードを見ながらもう一度言葉を確認する。 

 ○ 練習のなかで、難しかったことや上手くいったことを交流

する。 

・ 使用する図形の言葉や図形を描く場所の目安となる番号で

表すことなど、相手に伝わるようにするための表現の仕方を

確認する。 

○ お絵かきクイズを出し合う。 

 

 

 

 

４ 学習を振り返る。 

 
 

〇 前時の振り返りを共有する

ことで、意欲的に活動に取り

組む姿が見られた。 

〇 伝えるときのポイントをロ

イロノートに送り、黒板にも

掲示したことで、確認しなが

らクイズを考えることができ

た。（資料１） 

【資料１ 伝えるときのポイン

ト】 

〇 穴埋めの説明カードを使っ

て言葉を考え、話す練習をす

る姿が見られた。（資料２） 

【資料２ 説明の穴埋めカード

を使う姿】 

〇 図形の形や描く場所だけで

なく、図形の大きさを伝える

必要があることに気づくこと

ができた。（資料３） 

【資料３ 児童の本時の振り返

り】 

〇 友だちに正確に伝えるためには、図形の形や色、描く場所、順番など、様々な情報が必要で

あることに気づくとともに、「ここまで描けた？」「次にいっていい？」などの声をかけ、友だ

ちに確認しながらクイズを進める姿が見られた。 

△ 説明の穴埋めカードを完成させることに時間がかかり、全員がクイズを出すことができなか

った。説明の穴埋めカードを使わずに口頭で考えたり、タブレット入力ではなくプリントに記

入したりするなど、児童の実態に合わせて柔軟に活動する必要があった。 

分かりやすい言葉でお絵かきクイズを伝えよう。 

・穴埋めの説明カードを使って練習したので、お絵かきク

イズを出し合うことができた。 

・○○さんに教えてもらって、上手く伝えることができた。 

・もっと難しいクイズもやってみたい。 

・上手く伝わらなくても、最後まであきらめずに話したい。 
・イライラしても優しい言葉で伝えるようにする。 
・分かりやすい言葉で、相手に伝えたい。 

根

拠 

声の大きさや言い方に気をつけな

がら、上手に伝えることができるよ

うにしたい。 

どんな言葉だと相手が分

かりやすいか自信がない。 

穴埋めの説明カードを使

って言葉を考え、話す練

習をする。 

教師や友だちにアドバイスを聞い

たり、一緒に練習したりする。 

方

法 

順番や「どんな」に気をつけて伝えると相手に分かりや

すくなる。 


